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Abstract

Elasmobranch specimens from the construction site of Mizunami-Kita Junior High School in 
Mizunami City are described. These specimens consists of five genera; four sharks of Nebrius, 
Carcharhinus, Galeocerdo, and Megasqualus, and one ray of Rhinoptera. Megasqualus 
occidentalis (Agassiz, 1856), a new combination is proposed here.

Key words: Elasmobranchii, Nebrius, Early Miocene, Akeyo Formation, Mizunami Group, 
Japan

はじめに

本論では，瑞浪北中学校敷地造成工事現場（岐阜県瑞浪市
土岐町）の瑞浪層群明世層山野内部層下部のエゾイガイ密集
部から産出した板鰓類（サメ・エイ類）について報告する．
なお内容が重複することから，化石の産地ならびに産出層準
については本研究報告特別号に掲載されている安藤（2018）
を参照していただきたい．

本論執筆にあたって，板鰓類の属までの分類や日本語名称
については Nelson et al.（2016）と仲谷（2016）を，板鰓
類の歯の形態に関する用語は，矢部・後藤（1999）を参考
とした．なお，標本は全て瑞浪市化石博物館に収蔵され，図
示した標本については化石博物館の標本番号（MFM）を付
与した．

産出した板鰓類化石

今回の調査で産出した板鰓類化石を同定した結果，4 目 4
科 5 属 5 種に分類された．すべて化石種であるが，属につ
いては Nebrius, Carcharhinus, Galeocerdo, Rhinoptera の
4 属が現生属で，Megasqualus のみ絶滅属である．以下，

種ごとに特徴等を記述する．

Class Chondrichthyes 軟骨魚綱
Infraclass Elasmobranchii 板鰓下綱

Division Selachii サメ区
Superorder Galeomorphi ネズミザメ上目
Order Orectolobiformes テンジクザメ目

Family Ginglymostomatidae Gill, 1862 コモリザメ科
Genus Nebrius Rüppell, 1837 オオテンジクザメ属

Nebrius delfortriei (Daimeries, 1889)
オオテンジクザメの仲間

（Fig. 1）
検討標本：MFM16501 の 1 点．
歯冠唇側面の遠心側の一部や咬頭尖の一部，エプロン基部

の一部などを欠くものの，その他の部分はよく保存されてい
る．舌側ならびに唇側面から見た歯冠は概ね三角形を呈し，
歯冠中程の咬頭が大型化して，その近心側と遠心側にそれぞ
れ鋸歯状となった小咬頭が並ぶ（近心側 9・遠心側 7+）．歯
冠基部では唇舌方向に厚くなる．歯冠舌側面では錘が根側に
向かって伸び，歯根冠側面の中ほどまで覆う．歯冠唇側面に
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は根側に向かって舌状に大きなエプロンが伸び，歯根を覆う．
またこのエプロンを裏打ちするように歯根は唇側に伸びる．
歯根の中央付近には中心孔が存在する．以上の形態的特徴か
ら，MFM16501 は絶滅種の N. delfortriei に同定される．本
種の所属については，Nebrius 属にする見解（糸魚川ほか，
1985; Carrillo-Briceño et al., 2016 など）と Ginglymostoma
属にする見解（Cappetta, 2012 など）がある．本論で検討し
た標本の小咬頭の鋸歯の大きさや数は現生の Nebrius 属の鋸
歯にその特徴がよく似ており（Compagno, 2001 など），中央
の咬頭が優位に大きく，小咬頭の鋸歯がより大きく粗い
Ginglymostoma 属とは明らかに異なる．また，Delfortrie

（1870）が Sergus serratus として図示し，Daimeries（1889）
により本種の模式とされた標本も，小咬頭の鋸歯が細かく，
Nebrius 属 の 鋸 歯 に よ く 似 る． し た が っ て， 本 種 は
Ginglymostoma 属よりも Nebrius 属の所属が妥当であると
考えられる．

瑞浪層群における本種の化石記録は宿洞層と生俵層のみで
（糸魚川ほか，1985），本標本は明世層における初記録である．
その他，国内では一志層群大井層（下部中新統，三重県：糸
魚川ほか，1985）と富草層群大下条層（下部中新統，長野県： 
糸魚川ほか，1985）が知られる．Nebrius の現生種は N. 
ferrugineus のみで（Compagno, 2001），南太平洋の一部の
島やいわゆるスンダランド海域，そしてインド洋北岸，アフ
リカ大陸東岸など低緯度域に分布する．主にラグーンや水路
など外洋から隔離された海域において主にその水深 5–30 m
を生息域としている（Ebert et al., 2013）．なお，近年になっ
て MFM16501 と類似した形態をもつ Nebrius 属の歯化石が，
現生種が分布していないカリブ海や南米から報告されている

（Carrillo-Briceño et al., 2016; Aguilera et al., 2017 など）．
本種が産出したエゾイガイ密集部（安藤，2018）からは

Crenomytilus grayanus（ エ ゾ イ ガ イ ） や Pododesmus 
macroschisma（ナミマガシワモドキ）などの北方に生息す
る貝類化石が産出し（安藤・糸魚川，2018），合わせて
Irizuki et al.（2004）は同層準から北方系の貝形虫類化石を
報告しており，冷水塊が堆積場周辺に到達していたことを示
唆している．本種は，これまでに温暖な環境下の堆積層から
産出が報告されていた（糸魚川ほか，1985 など）．本属の現
生種は，上述の通り熱帯～亜熱帯域に生息しているが，化石
種は熱帯～亜熱帯域だけでなく冷水域でも生息していた可能
性がある．

Order Carcharhiniformes メジロザメ目
Family Carcharhinidae Jordan and Evermann, 1896

メジロザメ科
Genus Carcharhinus Blainville, 1816 メジロザメ属

Carcharhinus priscus Agassiz, 1843
メジロザメの仲間

Agassiz（1843）や Cappetta（1970）の図示標本の中に歯
冠や歯根の形態，ならびに歯の切縁に発達する鋸歯のパター
ンに似るものがあることから，工事現場産の標本は絶滅種の
C. priscus に同定される．瑞浪層群では明世層と宿洞層，お
よ び 生 俵 層 か ら 記 録 が あ る（ 糸 魚 川 ほ か，1985）．
Carcharhinus 属の現生種は少なくとも 32 種知られ，属レベ
ルでは汎世界的な地理的分布を有し，熱帯～温帯域の浅海を
主な生息域としている（Ebert et al., 2013）．

Fig. 1. Nebrius delfortriei (Daimeries, 1889), MFM16501. a, lingual view; b, labial view; c, mesial view; d, colonal view; 
e, basal view; f. distal view. Scale bar represents 5.0 mm.

図 1. Nebrius delfortriei（オオテンジクザメの仲間），MFM16501．a，舌側観；b，唇側観；c，近心側面観；d，上面観；e，下面観；
f，遠心側面観．スケールは 5.0 mm．
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Genus Galeocerdo Müller and Henle, 1837 イタチザメ属

Galeocerdo aduncus (Agassiz, 1835)
イタチザメの仲間

瑞浪層群では明世層と宿洞層，および生俵層から記録があ
る．本属の現生種は G. cuvier 1 種のみである．汎世界的な地
理的分布を有し，熱帯～温帯域の浅海を主な生息域としてい
る（Ebert et al., 2013）． 

Superorder Squalomorphi ツノザメ上目
Order Squaliformes ツノザメ目

Family Squalidae Bonaparte, 1834 ツノザメ科
Genus Megasqualus Herman, 1982 オオツノザメ属

Megasqualus occidentalis (Agassiz, 1856),
new combination

オオツノザメ
標本は近心部の一部を欠くが，概ね保存されている．歯の

形 態 は 現 生 の Squalus と 似 る が 大 型 で， 歯 冠 の 切 縁 に
Squalus では見られない顕著な鋸歯が発達する．以上の形態的
特徴や産出時代，および地理的分布から，この化石は
Megasqualus occidentalis (Agassiz, 1856) に同定される．瑞浪
層群からはこれまでに明世層と宿洞層，および生俵層から本
種の化石記録がある（糸魚川ほか，1985; 野村ほか，1991）．

本種は従来 M. serriculus（野村ほか，1991）もしくは
Squalus serriculus（Cappetta, 2012 など）と報告されるこ
とが多かった．これに対し，Bigelow （1994）は Agassiz（1856）
が記載した “Scymnus occidentalis” が Jordan and Hannibal

（1823）が記載した “Squalus serriculus” の古参異名（senior 
synonym）にあたるものとした．この 2 種はいずれもカリフォ
ルニアの中新統から産出したものである．本論執筆にあたり，
これらの文献で両種のホロタイプなどが図示された図版を検
討した結果，Bigelow（1994）の主張を追認できたことから M. 
occidentalis, new combination とした．

M. occidentalis の産出層準の堆積環境は概ね浅海（水深
200 m 以浅）であり，本種の生息域が浅海域であった可能性
を示唆する．これは現生のツノザメ科サメ類 2 属（Squalus, 
Cirrhigaleus）が主に深海性であることと大きく異なる．

Division Batomorphi エイ区
Order Myliobatiformes トビエイ目

Family Myliobatidae Bonaparte, 1838 トビエイ科
Subfamily Rhinopterinae Jordan and Evermann, 1896 

ウシバナトビエイ亜科
Genus Rhinoptera Cuvier, 1829 ウシバナトビエイ属

Rhinoptera sp. ウシバナトビエイ属の未定種
歯根は洗濯板状で歯冠は歯冠咬合面が平らで六角板状であ

る．歯冠幅が小さいことから，Rhinoptera 属の側歯に同定さ
れる．一部破損しているため現生種との比較が十分でないこ
とから Rhinoptera sp. にとどめる．本属は，瑞浪層群では明
世層と宿洞層，および生俵層から記録がある（糸魚川ほか，

1985）．本属の現生種 8 種のうち 3 種は環太平洋域に分布し，
それらのうちオーストラリア北岸などだけに分布する R. 
neglecta を除いた 2 種（R. javanica と R. jayakeri）が日本
近海に分布する（Last et al., 2016）．この 2 種はいわゆるス
ンダランド海域やインド洋北岸などに分布し，ともに地理的
分布の北限が琉球諸島である．また現生種 8 種の生息域はい
ずれも 100 m 以浅である（Last et al., 2016）．本属の未定種
も前述の N. delfortriei と同じく北方系の貝類化石と共産する
ことから，Rhinoptera 属の中では冷水域でも生息していたと
考えられる．
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